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県内大学生・市内専門学校生が市
内就職を考える際の不足情報

浜松市 『浜松市U I Jターン就職促進に係る企業、高校、

大学等実態調査より』引用

マイナビ『2 0 2 1年卒大学生就職意識調査 』より引用

企業・求人情報の不足が約4割 大手企業志向が高まっている

全国大学3年生、
大学院1年生の就職意識



プロジェクト

・企業情報や求人情報の提供に改善の余地がある
・学生の大企業志向が高い傾向にある

・情報提供の場を設けることで、浜松の中小企業
のことを学生などに知ってもらう

・企業の実態を的確に伝えることにより、入社後
のミスマッチを減らす

現状

構想

上記の構想の実行により、若者の市内への就職を
増やし、概ね5年後以降の定住促進に繋げる



どのように情報提供するのか？

地元企業と学生の交流のための
コワーキングスペースの設置

アイデア

学生と企業の就職に関する双方の満足度
を上げることで、浜松市内への定住促進
の効果が期待できる

コワーキングスペースでの様々な活動を通して、学生の認知
が不十分な地元企業に関する情報を与えるきかっけに



コワーキングスペース「WILL.」の開設（１）

中小企業と学生との交流を深めるためのコワーキングスペース

「WILL.」（Work Imagination for Learning and Life）を開設

市内の中小企業の認知度向上

①大学生
②高校生
③中小企業

市内大学生の有志

市内大学生が行きやすい場所
（浜松市役所周辺）

目的 場所

運営主体
対象 ＊浜松市内に限る

場所の使用料金400円/回
料金 ＊説明会は別途料金有



①イベントの開催

月に3・4回企業（１社または複数社）の人事担当者や一般社員を招き、
学生と共に説明会やワークショップを行う（企業同士の交流も可能）。

②大学への出張

月に2度、中小企業の人事担当者と共に市内の大学で企業説明会を開く。
その際、WILL.についての告知をする。

③相談員の配置・自習室
普段は主に学生の自習室として使用しつつ、大学生の相談員を配置し、
来訪者に対してイベントの案内などを行う。

コワーキングスペース「WILL.」の開設（２）



・ WILL.の活動の一環として市内の優良企業を学生目線で認定する

・基準に合致する企業を積極的に広報したりイベント等へ招待したりする

・企業の自己申告に基づく評価に加えて学生側も企業をリサーチする

・既存の認定基準を参考に独自のものを設定する

（既存の認定） ユースエール認定制度（厚生労働省）

安全衛生優良企業認定（ホワイトマーク）（厚生労働省）

健康経営優良法人認定制度（経済産業省）

ホワイト企業認定（日本次世代企業普及機構）

コワーキングスペース「WILL.」の開設（３）

学生目線による優良企業認定（WILL.認定）



・浜松市内の中小企業を対象とする

・コワーキングスペースの運営主体（学生団体）が認定

・認定基準
経営の健全性、従業員の離職状況、正社員採用の積極性、育休・産休の取得状況、

女性の管理職への登用状況、環境への配慮、勤務体系、等

・認定までのプロセス

コワーキングスペース「WILL.」の開設（４）

優良企業の認定基準概要

企業からの
応募

調査票の
送付

一次審査
（調査票の回答
結果に基づく）

二次審査
（企業訪問・
インタビュー）

認定結果
の通知・
公表

３年毎
に認定
更新



コワーキングスペース「WILL.」の開設（５）

取り組みのメリット

・就職活動の選択肢が広がる

・様々な人との交流により、人

脈を広げることができる

・自身の自己分析や業界研究と

して利用することができる

・人材を幅広く集めることが可能
になる

・入社後のミスマッチを減らすこ
とができる（社員の定着につな
がる）

・市内における会社の認知度向上
が期待できる

学生 企業







初期費用：100万円
程度
ランニングコスト：
50万円程度目安

プロジェクトの予算と計画

予算

計画 1年目 2～3年目 4年目～
準備期間 運営 結果の振り返り

増設等の判断

想定利用者数 想定収入

200人程度/月
2400人程度/年

8万円/月
96万円/年の収入

内装、改装費・・・坪単価×10万円程度

スペース・・・30坪前後、25万円前後/月

スタッフ・・・常時1，2人で時給1000円程度（必要に応じて）


